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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反応槽内の汚泥微生物により有機性汚水を生物処理するオキシデーションディッチにお
いて、最終沈殿池内に浸漬するようにして膜分離装置を設置するとともに、該膜分離装置
の外側に配設する仕切壁を、上端は水面上になるように、下端は最終沈殿池の底部との間
に隙間を空けるようにし、かつ曝気槽からオーバーフローした汚泥混合液を、仕切壁内部
の膜ろ過ゾーンに導入するように構成したことを特徴とするオキシデーションディッチ。
【請求項２】
　最終沈殿池内に設けた水位計により、沈殿池の水位が所定のレベル以下まで低下した時
に、膜分離装置の運転を停止するように構成したことを特徴とする請求項１記載のオキシ
デーションディッチ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、オキシデーションディッチに関し、特に、有機物を含む下水等の汚水を活性
汚泥により、生物学的に処理するようにしたオキシデーションディッチにおいて、固形物
を含まない清澄な処理水を得られるようにした高度処理を、既設の施設を利用して簡単に
できるようにしたオキシデーションディッチに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
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　従来、下水処理場等に流入する汚水を処理するために、活性汚泥を収容した曝気槽（本
明細書において、「反応槽」ともいう。）に汚水を導入し、これを曝気、攪拌して生物処
理を行う活性汚泥法が用いられている。特に、小規模な処理場においては、負荷変動への
対応性や維持管理の容易さ等の観点から、オキシデーションディッチが各地で採用されて
いる。
　また、このオキシデーションディッチは、自然環境の豊かな地域に設けられることが多
く、この自然環境を保護する目的から、近年は河川や湖の水質改善を図るため、より高度
な処理技術が求められるようになった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　ところで、上記従来のオキシデーションディッチは、既設の処理場の施設を用いて、水
質を向上させるには、砂ろ過等の新たな施設を追加する必要があるため、既存のオキシデ
ーションディッチにおいては、限られたスペース内に新たな施設を設ける余裕がなく、現
状の処理をさらに高度化することは容易ではなく、新たな用地を必要とするという問題点
があった。
【０００４】
　本発明は、上記従来のオキシデーションディッチの有する問題点を解決し、有機物を含
む下水等の汚水を活性汚泥により、生物学的に処理するようにしたオキシデーションディ
ッチにおいて、固形物を含まない清澄な処理水を得られるようにした高度処理を、既設の
施設を利用して簡単にできるようにしたオキシデーションディッチを提供することを目的
とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、本発明のオキシデーションディッチは、反応槽内の汚泥微生
物により有機性汚水を生物処理するオキシデーションディッチにおいて、最終沈殿池内に
浸漬するようにして膜分離装置を設置するとともに、該膜分離装置の外側に配設する仕切
壁を、上端は水面上になるように、下端は最終沈殿池の底部との間に隙間を空けるように
し、かつ曝気槽からオーバーフローした汚泥混合液を、仕切壁内部の膜ろ過ゾーンに導入
するように構成したことを特徴とする。
【０００６】
　本発明のオキシデーションディッチは、オキシデーションディッチの最終沈殿池内に浸
漬するようにして膜分離装置を設置するようにしているから、限られたスペースしかない
既設の施設でも高度処理を行える施設に、安価な費用と、短期間の工事で現在のニーズに
適した施設に更新することができ、また、更新後は、分離膜を通して処理水を取り出し、
処理場外に放流するため、従来のように砂ろ過設備を追加することもなく、より清澄な処
理水を得ることができる。
【０００７】
　そして、最終沈殿池内に浸漬設置した膜分離装置の外側に配設する仕切壁を、上端は水
面上になるように、下端は最終沈殿池の底部との間に隙間を空けるようにし、かつ曝気槽
からオーバーフローした汚泥混合液を、仕切壁内部の膜ろ過ゾーンに導入するように構成
することにより、曝気槽からオーバーフローする汚泥混合液を仕切壁内部の膜ろ過ゾーン
ヘと導入することにより、膜洗浄装置から散気された膜洗浄用空気のエアリフト作用によ
って上向きの流れが生じ、かつ散気されていない部分では、下向きの流れが生じて、ゾー
ン全体に循環流が形成されるので、膜ろ過ゾーンでの膜面への不純物の付着を抑制し、ま
た一方仕切壁外側の沈殿ゾーンでは、循環流は生じることがないため、沈殿ゾーンでは膜
洗浄用の空気による攪拌の影響を受けることなく静止状態が保持され、水位計による水位
検出が精度良く行え、かつ効率的に固液分離が行われる。
【０００８】
　この場合において、最終沈殿池内に設けた水位計により、沈殿池の水位が所定のレベル
以下まで低下した時に、膜分離装置の運転を停止するように構成することができる。
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【０００９】
　これにより、曝気槽から流入する汚泥混合液の量に比べて膜ろ過量が多い時に最終沈殿
池の水位が大きく低下しても、この水位を水位計で検出し、所定の水位以下に達した時点
で、膜分離装置の運転を停止するようにしているから、水位の低下によっても分離膜が空
中に露出することもなく、膜面の目詰りの進行を防止することができ、効率的な固液分離
を継続的に行うことができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明のオキシデーションディッチの実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００１１】
　本発明の実施例を、図１～図３に示す。
　図１は、本発明を適用する既存のオキシデーションディッチのフロー図を、図２はオキ
シデーションディッチの更新を実施する最終沈殿池の説明図、図３は、最終沈殿池の平面
図である。
する。
【００１２】
　図１において、汚水を処理する下水処理場等のオキシデーションディッチに流入した汚
水Ａは、まず、前処理設備１内で流入汚水中の砂分やし渣を除去した後、曝気槽又は反応
槽２へ送水され、該曝気槽２内で曝気機６の駆動により攪拌、曝気することから、活性汚
泥により生物的に処理される。
　曝気槽２内で処理された汚水は、汚泥混合液として、最終沈殿池３内、詳しくは最終沈
殿池３内に設けられたセンターウェル７へと送水される。さらに、この最終沈殿池３内で
固液分離された上澄水は、最終沈殿池３よりオーバーフローして消毒槽４に導かれ、ここ
で所定の消毒をした後、処理水Ｂとして河川などに放流される。
【００１３】
　また、最終沈殿池３で沈殿した汚泥は、該最終沈殿池３内に配設された汚泥掻寄機８に
よって最終沈殿池３の底部中央へと集められ、返送汚泥ポンプ５によって配管２２を介し
て引抜かれ、返送汚泥Ｃとして前記曝気槽２へ返送される。
　なお、曝気槽２には、特に限定されるものではないが、曝気攪拌用のスクリュー型など
の曝気機６が設けられているので、汚水が曝気攪拌されることにより、汚泥中の微生物に
酸素が供給されるようになる。
　また、最終沈殿池３内で沈殿し、かつ所定量まで増加した汚泥は、余剰汚泥Ｄとして定
期的に引抜かれ、別に設けられた汚泥処理施設で、濃縮・脱水などの処理が行われる。
【００１４】
　このように構成される既設のオキシデーションディッチを高度処理が行えるよう更新す
るに際して、本発明では最終沈殿池３の内部に設けられたセンターウェル７及び汚泥掻寄
機８を取り外し、図２、３に示すように、浸漬型の膜分離装置１０、仕切壁１１、膜洗浄
装置１２及び水位計１５を設置する。
　この膜分離装置１０は、最終沈殿池３内に浸漬するように、詳しくは最終沈殿池３内の
ほぼ中央位置に、流入する汚泥混合液にて完全に浸漬するようにして配設するが、この膜
分離装置１０は浸漬型の膜であればよく、膜の材質やエレメントのタイプは限定されない
。
　また、この膜分離装置１０の外周部を囲むようにして仕切壁１１を配設する。この場合
、仕切壁１１はその上端を水面上方位置になるように、また下端は最終沈殿池３の底部と
の間に所要の隙間を空けるようにして設置するとともに、この仕切壁１１と曝気槽２との
間を配管２０にて接続し、これにより曝気槽２からオーバーフローした汚泥混合液を、こ
の仕切壁１１の内部に流入させるようにする。
　膜洗浄装置１２は、膜分離装置１０の下部位置の仕切壁１１の内部に配置し、この膜洗
浄装置１２と外部に設けたブロア１３とを配管にて接続する。これにより、外部に設けた
ブロア１３から送られた空気（洗浄用空気）を膜分離装置１０の膜の下部に配置した膜洗
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浄装置１２から散気させ、その気泡の上昇によって膜分離装置１０の膜面に付着した不純
物等を洗浄するように構成する。
　これにより、膜分離装置１０による固液分離能力を低下させることなく、効率的な分離
処理を行うようにする。
　また、水位計１５は、最終沈殿池３内に設置して、該最終沈殿池３の水位を検出できる
ようにし、かつその検出信号を制御装置１６に入力して膜分離装置１０の吸引用ポンプ１
４を制御するようにするもので、その設置位置は特に限定されるものではない。これによ
り最終沈殿池内の水位が所定のレベル以下まで低下した時に、膜分離装置の運転を停止す
るようにする。
【００１５】
　また、外部には吸引ポンプ１４を設けて、膜分離装置１０のヘッダー管１７と配管２１
で接続することにより、吸引ポンプ１４の駆動にて膜分離装置１０にてろ過されたろ過水
Ｆは、この吸引ポンプ１４に接続されたバルブ１８又は１９を介して、消毒槽４に供給又
は処理場外に放流するように構成する。
　なお、この場合、処理水は、消毒することが義務づけられている場合には、バルブ１９
とその配管は使用せず、全量を消毒槽に送水する必要がある。
　また、膜分離装置１０には、立地条件によっては、吸引ポンプ１４を使用せず、重力ろ
過方式を用いることも可能である。
【００１６】
　次に、本発明の作用について説明する。
　処理場に流入し、曝気槽２において活性汚泥中の微生物により生物処理された処理水は
、汚泥混合液として曝気槽２からオーバーフローし、配管２０を経て仕切壁１１で囲まれ
た仕切壁内部の膜ろ過ゾーンヘと流入する。
　この膜ろ過ゾーンでは、膜分離装置１０の下部に設けられた膜洗浄装置１２から散気さ
れた空気が、粗大気泡となって上昇する間に、膜の表面と接触して、膜面に付着した汚泥
分を剥離し、洗浄する。このエアリフト作用によって上向きの流れが生じるため、散気さ
れていない部分では、逆に下向きの流れが生じて、ゾーン全体に循環流が形成される。こ
れに対し、仕切壁１１の外側の沈殿ゾーンは、仕切壁１１の下部で膜ろ過ゾーンとつなが
っているが、膜ろ過ゾーン内のように循環流は生じることなく、静置させることができる
。
【００１７】
　次にこの状態で、仕切壁１１内部に設置された膜分離装置１０に配管２１を介して接続
した吸引ポンプ１４を作動させると、この吸引ポンプの吸引圧により分離膜を通過し清澄
な処理水のみが吸引されるものとなり、この処理水がろ過水としてヘッダー管１７に集め
られた後、排水又は放流される。
　このろ過水Ｆは、バルブ１８を開とした時は消毒槽４に送水され、バルブ１９を開とし
た場合は、直接放流される。
　なお、膜分離装置１０の膜を通過したろ過水Ｆは、消毒した処理水と同等以上のレベル
に衛生化されているため、通常は、消毒槽４に送水して消毒処理する必要はなく、バルブ
１９を開いて、そのまま放流することができるが、膜の部分的な破損等により、処理水に
微量の大腸菌等が混入する時は、バルブ１８を開いて、消毒槽４で消毒してから放流する
。
　この時、膜ろ過に伴って、膜ろ過ゾーン内の汚泥の濃度が徐々に上昇し、この汚泥濃度
が一定値以上に上昇した状態で放置すると、ろ過能力が低下する恐れがある。このろ過能
力を低下させないため、返送汚泥ポンプ５を運転して最終沈殿池３の底部に接続した配管
２２を経て曝気槽２へ汚泥の一部又は全量を返送する。
【００１８】
　最終沈殿池３の水位は、膜ろ過に伴って変化する。即ち、この最終沈殿池３の水位は、
曝気槽２から流入する汚泥混合液の量と、膜分離装置１０の膜でろ過する量の大小に応じ
て上下する。この場合、流入量に比べて膜ろ過量が多い時は、水位が徐々に低下するため
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、これを水位計１５で検出し、所定の水位以下に達した時点で、制御装置１６を介して吸
引ポンプ１４を停止して、膜ろ過を停止（休止）させる。これにより、分離膜が、空中に
露出して、膜面の目詰りが進行するのを防止することができる。
【００１９】
　一方、流入量に比べて膜ろ過量が少ない時は、水位が徐々に上昇し、最終沈殿池３の越
流堰に達する。このとき、膜ろ過ゾーンに流入した汚泥混合液の一部が、下部から仕切壁
外側の沈殿ゾーンヘと流出するが、沈殿ゾーンでは膜洗浄用の空気による攪拌の影響はな
く、静置されて固液分離されるため、上澄水が、消毒槽４へとオーバーフローする。この
消毒槽４に流入した上澄水は、許容できるレベルの水質であれば、消毒して放流すること
もできるが、再処理のために、前処理設備１のポンプ井や曝気槽２、最終沈殿池３に返流
させることも可能である。
　なお、汚泥濃度によっては、沈殿ゾーンでの固液分離効果が不充分で、汚泥が越流する
恐れがある。その場合は、水位計を追加して、越流直前の水位を検出し、その信号により
、制御装置を介して、曝気槽に送水する汚水ポンプの運転を停止させるなどの制御を行う
ことができる。
【００２０】
　以上、本発明のオキシデーションディッチについて、その実施例に基づいて説明したが
、本発明は上記実施例に記載した構成に限定されるものではなく、その趣旨を逸脱しない
範囲において適宜その構成を変更することができるものである。
【００２１】
【発明の効果】
　本発明のオキシデーションディッチによれば、オキシデーションディッチの最終沈殿池
内に浸漬するようにして膜分離装置を設置するようにしているから、限られたスペースし
かない既設の施設でも高度処理を行える施設に、安価な費用と、短期間の工事で現在のニ
ーズに適した施設に更新することができ、また、更新後は、分離膜を通して処理水を取り
出し、処理場外に放流するため、従来のように砂ろ過設備を追加することもなく、より清
澄な処理水を得ることができる。
【００２２】
　そして、膜分離装置の外側に配設した仕切壁の上端を水面上になるよう、また下端を最
終沈殿池の底部との間に隙間を空けるようにして設置しているから、曝気槽からオーバー
フローする汚泥混合液を仕切壁内部の膜ろ過ゾーンヘと流入することにより、膜洗浄装置
から散気された膜洗浄用空気のエアリフト作用によって上向きの流れが生じ、かつ散気さ
れていない部分では、下向きの流れが生じて、ゾーン全体に循環流が形成されるので、膜
ろ過ゾーンでの膜面への不純物の付着を抑制し、また一方仕切壁外側の沈殿ゾーンでは、
循環流は生じることがないため、沈殿ゾーンでは膜洗浄用の空気による攪拌の影響を受け
ることなく静止状態が保持され、水位計による水位検出が精度良く行え、かつ効率的に固
液分離が行われる。
【００２３】
　また、曝気槽から流入する汚泥混合液の量に比べて膜ろ過量が多い時に最終沈殿池の水
位が大きく低下しても、この水位を水位計で検出し、所定の水位以下に達した時点で、膜
分離装置の運転を停止するようにしているから、水位の低下によっても分離膜が空中に露
出することもなく、膜面の目詰りの進行を防止することができ、効率的な固液分離を継続
的に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明を適用するオキシデーションディッチのフローを示す実施例である。
【図２】　本発明のオキシデーションディッチの更新方法を実施する最終沈殿池の説明図
である。
【図３】　最終沈殿池の平面図である。
【符号の説明】
　１　　前処理設備
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　２　　曝気槽（反応槽）
　３　　最終沈殿池
　４　　消毒槽
　５　　返送汚泥ポンプ
　６　　曝気機
　７　　センターウェル
　８　　汚泥掻寄機
　９　　沈殿分離槽
　１０　膜分離装置
　１１　仕切壁
　１２　膜洗浄装置
　１３　ブロア
　１４　吸引ポンプ
　１５　水位計
　１６　制御装置
　１７　ヘッダー管
　１８　バルブ
　１９　バルブ
　Ａ　　汚水
　Ｂ　　処理水
　Ｃ　　返送汚泥
　Ｄ　　余剰汚泥
　Ｅ　　洗浄空気
　Ｆ　　ろ過水

【図１】 【図２】

【図３】
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